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1. はじめに 

人間には 8 種の知能があるとする MI 理論[1]の応用は，

ICT を活用した「教育の個別最適化」を志向する近年の教

育 DX において重要な役割を果たすと考えられる[2]．しか

しながら，実際に，ICT を活用して学生の学修を促進する

ために，MI 理論がどのように役立てられるかについての

研究は十分ではない[3]．本稿では，中学生向けに，教室で

1 人 1 台のタブレット端末を用いて個別学修する場面[4]を

想定して，MI 理論に基づく英語教育システムのプロトタ

イプをデザインし，今後開発するシステムの要件を考察す

る．また，教育効果を測るためのデータ収集方法やその評

価手法を検討する． 

2. 提案システムを利用した授業フロー 

開発する英語教育システムを利用した授業の流れを示す．

まず，MI 理論に基づき，システムは，(i)生徒の 8 種の知

能バランスを測定し，(ii)その結果を生徒・教師に提示する．

次に，(iii) 測定した知能バランスに従った授業アイデアを

教師に提示し，さらに，(iv)教師がそのアイデアを参考に

次の授業の内容を設定するのを支援する．生徒は，端末上

で個別学修を行い終了後に満足度アンケートに回答する．

アンケートの結果は教師にフィードバックされる．本稿で

は，システムによって行う，授業の内容設定を支援するま

でのプロトタイプデザインについて示す． 

3. プロトタイプのデザイン 

まず，個々の生徒の知能バランスを測定するために，図

１に示すアンケート形式のチェックリストを提示する（以

下，プロトタイプのデザインには，MS Excel を用いてい

る）．質問は，松村[5]をもとに設定した 32 個からなる．

回答は「1. まったくあてはまらない」から「4. どちらとも

いえない(中立)」，「7. 完全にあてはまる」まで，7 段階

のリッカート尺度とし，回答の負荷をできるだけ軽減する

ために，リスト選択式にしてある． 

次に，測定結果をもとに，生徒の 8 種の知能バランスを

理解し易いように，レーダーチャートとして視覚化する． 

図 2 と図 3 はそれぞれ，生徒用と教師用で，8 種の知能ご

との点数とともに，知能バランスが示されている．教師画

面では，測定結果に沿って，各知能を活かす授業方針とし

てのアイデア閲覧に進むことができるようになっている． 

授業内容の設定を支援するにあたり，本システムは利用

者に MI 理論の前提知識を求めない．図 4 に示す通り，8

種の知能に関する一般的な説明を林[6]に従って提示する．

各知能とともに職業例，知能の説明，知能を活かす学修環

境，および知能を活かす一般的な授業方針のアイデアを示

している．教師は，このアイデアを参考に，各生徒の知能

バランスに応じて，次回単元に応じた授業内容を設定する．  

 図 4 で，教師が次回単元を選択すると，図 5 に示すよう

に，単元に合わせた英語授業のアイデアを表示する．

Armstrong[7]を基に，授業設計のための基準（問い），授

業単元，単元の目的，および知識を活かす授業アイデア

（一斉学修／協働学修）を表示している（一斉学修／協働

学修の授業アイデアには生徒 2 人以上の協働によるアクテ

ィビティも含まれるため，今後，個別学修用に生徒 1 人で

完結する授業アイデアの整備を予定している）．教材への

リンクを授業アイデアの右横に設置し，教師がクリックす

ると新しいウィンドウで教材を表示する．教材の内容は，

本システムに保存している既定内容に加えて，授業設計の

ための基準（問い）を踏まえて，システムがウェブから素

材を自動収集して提示することを想定している． 
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図 1 知能バランス測定用チェックリスト 

 

図 2 知能バランス測定結果（生徒画面） 

 

図 3  知能バランス測定結果（教師画面） 
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4. 英語教育システムの要件 

授業フローに合わせたプロトタイプのデザインや中谷[8]

を参考にして，タブレット端末を利用する，MI 理論に基

づく英語教育システムが満たすべき要件を考察する．なお，

提案するシステムの想定ユーザは，日本の公立中学校の 3

年生と英語科教諭の両方である．GIGA スクール構想[4]に

よって，各自 1 台のタブレット端末を学修・教育に活用し

ているとし，基本的な情報リテラシーは備えているとする．

ただし，生徒については，タブレットを利用した本格的な

アプリケーション利用には慣れていないと考える． 

まず，授業開始前の知能バランス測定は，若年者である

生徒の知能バランスが成長の過程で日々変化することも考

慮すると，頻度高く行う必要がある．それに伴い，回答へ

の慣れをなくすためにも，毎回，新たな質問に出会うよう

に，用意する質問の数を増やす必要がある．また，生徒が

質問と結び付く 8 種の知能を連想しづらくするために，図

1 で示した質問の表示順をランダム化するなどの工夫が必

要である．知能バランスの測定結果の表示については，図

2, 3 に示したレーダーチャートに限らず他の方法の採用も

考えられるが，知能バランスを一瞥できることと，過去の

結果を時系列で表示できるような視覚化方法であれば，学

修効果を生徒自身が振り返りやすい．単元に合わせた授業

アイデアについては，8 種の知能それぞれを活かすアイデ

アの用意が必要で，図 5 に示すような情報提示の仕組みだ

けでなく，学習指導要領[9]に従った様々な教材を，教師が

用意したり，ネットワークを介して収集したりできるよう

にしておく必要がある．また，それら教材を組み合わせた

授業設計が迅速に行えるような仕組みを必要とする． 

システムの実装にあたっては，使い易いユーザインタフ

ェースデザインが求められる他，ノービスユーザである生

徒にとっては，誤操作によるシステムの停止が学修機会の

喪失ならびに意欲の低下につながるため，システム自体の

頑健性が最も重要となる．そのため，提案するシステムは，

タブレット端末上のネイティブ・アプリケーションとして

開発することが望まれる．ウェブブラウザ上で動作するウ

ェブ・アプリケーションは，ウェブブラウザを介すること

で，様々な OS の端末上で利用できるという利点があるが，

ネットワーク経由での利用が前提となることと，端末の性

能を最大限に発揮して，「心地よく」利用できるユーザ体

験をもたらすためには，ネイティブ・アプリケーションの

方が優れていると考えられるためである[10, 11]．  

5. 教育効果を測るデータ収集方法や評価手法 

白畑・若林・村野[12]によれば，第二言語教育の効果が

単に第二言語に長く触れたためのものではないことを示す

ためには，対照実験を行い，統計的な仮説検定を行う手法

があるとしている．すなわち，実験群と対照群に分けて，

効果を測るために両群それぞれ前後の変化を比較する必要

がある．提案する英語教育システムの評価においても，実

際に効果の持続を確認するためには，数週間から数ヶ月，

あるいは 1 年以上の時間をおいた後のデータが必要となる． 

6. おわりに 

MI 理論に基づく英語教育システムの開発に向けて，知

能バランスの測定から授業アイデアの設定支援までの，一

連の流れをプロトタイプデザインで示した．また，実際の

システム構築において考慮すべき要件について考察した．

今後は，実際のシステムの実装に向けて，知能バランスの

測定精度を高めるチェックリストの表示方法の考案や，

個々の生徒の知能バランスに応じた授業内容を教師が設定

しやすいように，学習指導要領に従った様々なコンテンツ

の用意を支援し，それらを組み合わせた授業設計が行える

ような 仕組みの構築を行っていく． 
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図 5  単元（英文の句読点）に合わせた授業アイデア表示例 

 

図 4  各知能に関する説明の一部 

 

FIT2021（第 20 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2021 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 354

第3分冊


